
⻤怒川⼩

学校だより

【平成27年度教職員】 【在校⽣児童数】 H27 4/1現在

職 名 氏 名 担 任 氏 名 1 年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

校 長 須藤由紀夫 １ 年 担 任 福 田さつき 男 １０ ８ ５ ６ ９ １１ ４９

教 頭 渡 邉 修 ２ 年 担 任 藤 本 知 子 女 １０ ５ ７ ６ １１ ４ ４３

教 務 主 任 関 幸 子 ３ 年 担 任 石 原 正 裕 計 ２０ １３ １２ １２ ２０ １５ ９２

養 護 教 諭 沼尾三智子 ４ 年 担 任 星 野 美 穂

栄 養 教 諭 髙橋紀枝子 ５ 年 担 任 吉 江 徹

少人数指導 菊 地 実 ６ 年 担 任 福 澤 昌 幸

指 導 助 手 宮 野 祥 江 せせらぎ学級① 池 田 昌 代

主 事 村 松 大 輝 せせらぎ学級② 川 村 澄 子

臨時用務員 齊 藤 明

４月８日(水)、新任式・始業式が行われ平成 27 年度がス

タートしました。子どもたち一人一人がそれぞれの目標や希

望を抱いて、新たな学年への進級の日を元気に迎えることが

できました。

始業式では、特に鬼怒川小学

校の児童として、大切にしてい

ってほしい「あいうえお」のお

話をしました。新学期・始業式

をきっかけに、今年度の１年間

の学校生活の中で、学習や運動、

様々な出来事や出会い等を通じ

て、子どもたちは大きく成長し

てくれることと思います。

教職員一同、力を合わせて鬼怒川小学校の教育の一層の充

実・発展を図っていく所存ですので、御理解と御支援の程、

よろしくお願いいたします。

４月１０日(金)、多くの来賓の皆様に御出席いただき、２０名の

新入生を迎えて入学式を挙行いたしました。新１年生は、大きな会

場での入学式に緊張した面もちでしたが、元気よく返事し、最後ま

でしっかりした態度で式に臨むことができていました。式の中では、

「鬼怒小のよい子の約束」のお話をしました。

入学式を行うに当たっては、前日に新５・６年生が会場準備を行

いました。それぞれが自分の役割を自覚し、進んで活動する姿がと

ても印象的でした。新入生を温かく迎えるという”おもいやり”に

あふれた会場を、来賓や保護者の方々も感じ取っていただけたので

はないかと思います。

入学式の準備や片付けでの子どもたちの姿とともに、式の中で「国

歌」「日光市の歌」「式歌」「校歌」を元気よく歌う様子からも、鬼怒

川小学校の伝統が確かに受け継がれていることが感じられた入学式

でもありました。

４月１日に、三依小

中学校から本校に着任

しました、校長の須藤

由紀夫です。豊かな教

育環境を生かし、本校の伝統を継承

しながら、子どもたちの健やかな成

長のため努力いたしますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。

４月から用務員とし

て勤務する齊藤明で

す。大変すばらしい環

境の中に学校があり感

激しました。また、子

どもたちも礼儀正しく、あいさつが

きちんとでき驚きました。仕事に早

く慣れ、頑張りたいと思います。

平成 27 年度、児童９２名、教職員１７

名でスタートしました。今年も”いきいき

にこにこ ⻤怒川の⼦”をスローガンに取

り組んでいきます。



交通安全・生活安全(防犯)についてのお願い
ゴールデンウィークを控え、本地区にも多くの観光客が訪れる時期です。休

日の戸外での遊びだけでなく、平日の登下校時での交通事故等が心配されます。

ちなみに、平成２６年の今市警察署管内では２０６件の人身交通事故が発生

しています。道路で遊んだり、飛び出したり、車のすぐ前や後を横切ったりす

ることなく、交通ルールやマナーをしっかり守るよう指導をお願いします。

また、不審者による声かけや連れ去り等の事案も心配されるところです。危ない環境、状況、

時間、場所には「行かない、通らない、近づかない、一人で行動しない」ということが大切です。

次の、「いかのおすし」についても、お子様に話をしていただければと思います。

学校でも、交通安全 教室や安全・防犯指導を通して、特に注意を払っております。御家庭で

も、事件・事故等は「いつ・どこでも・だれにでも」起こりうるということを踏まえ、指導をお

願いいたします。何かお気づきの点がありましたら、学校・担任まで連絡をお願いします。

〔５の約束〕 「いかのおすし」を繰り返し確認しましょう。

児童の登下校に際しまして、交通指導員や老人会の方々をはじめ、地域の皆様の温かい見守り活

動等により、児童は毎日明るく元気に学校生活を送っております。本当にありがとうございます。

また、今年度も保護者の方全員による下校指導を継続してお願いいたします。

地域ぐるみで児童を見守り、安全で安心な学校づくりをを推進していくため、御理解と御協力を

よろしくお願いいたします。
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２つの有名な詩があります。こ

れから大きく育っていく子どもた

ちの「根」は何か。生活して行く

上での心の柱になるのは何か。変

化の激しい社会の中で、たくまし

く生きていく子どもたちを育てる

ため、しっかりした「根」を培っ

ていきたいと思います。


